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　公園で遊ぶのが大好きで、毎日元気
いっぱいな晴翔。外遊びが大好きで、
｢こっち来て！｣と私たちを外へ連れ出
すおてんば娘の日菜。元気すぎて少し
騒がしい我が家の元気印です。いっぱ
い遊んでいっぱい食べて、のびのびと
健やかに成長してもらいたいです。

　標準より小さく産まれたのが、今で
は元気いっぱいに大きくなりました。
甘えん坊だけど、最近は自分のことも
お手伝いも ｢やる！｣ と、どんどんし
っかり者になってきました。
　電車が大好きな瑞稀。いろいろな電
車でお出かけしてたくさん楽しい思い
出作ろうね！

　わんぱくで食欲旺盛な姉弟！
　弟のお世話をする優しいお姉ちゃん
と何でもお姉ちゃんの真似をする甘え
ん坊な弟。喧嘩もするけれど、お互い
大好きで仲良し♥
　これからも仲良く、元気いっぱいす
くすく育ってね！
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子さんからの紹介

▲はな・にじ組の皆さん

　雨が多い季節になりました。耳を傾けると｢しとしと｣｢ざぁざぁ｣
｢ぽつぽつ｣とさまざまな音があることに気付きます。雨音に誘われ
て現れたカエルを見つけてぴょんぴょん跳ねるまねをしたり、｢カエ
ルのうたは・・・｣ と歌ったりしている子どもたち。友達と一緒に
製作した紫陽花の周りで、可愛いカエルが大合唱です。

大宝幼稚園
カエルの合唱ケロケロケロ♪

　このコーナーでは、市内在住の１〜３歳までのお子さんの写真に、お父さん・お母さんの
コメントをつけて紹介しています。誕生日など、思い出の１ページとしていかがですか？
　ご希望の方は、【秘書課・広報広聴係 ☎４３―２１１２】までご連絡ください。
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竹
の
子
み
な
静し
づ
け
さ寂
の
中
竹
に
な
る

心
太
ひ
と
搗
き
海
の
匂
ひ
し
て

雑
草
の
な
か
の
明
眸
犬
ふ
ぐ
り

い
つ
の
間
に
や
ら
庭
を
制
し
て

陽
に
当
て
し
座
布
団
の
温
み
ほ
っ
こ
り
と

友
の
気
遣
い
を
我
も
学
ば
ん

雨
戸
繰
れ
ば
庭
に
群
れ
咲
く
鈴
蘭
の

匂
ひ
か
そ
け
し
部
屋
へ
入い

り
く
る

東
京
五
輪
に
い
さ
さ
携た
ず
さふ
子
の
あ
り
て

ま
す
ま
す
高
し
コ
ロ
ナ
禍
の
波

柴
崎
　
久
江（
柳
　
原
）

鯨
井
　
　
幸（
半
　
谷
）

関
　
千
代
子（
下
妻
乙
）

飛
田
　
君
子（
下
妻
乙
）

小
竹
八
重
子（
五
　
箇
）

寺
田
　
陽
子（
下
妻
乙
）

　
　
俳
　
句

　
　
短
　
歌

裕貴・佳織さんの長男 下妻戊
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私
に
は
小
学
５
年
生
の
息
子

が
い
ま
す
。
最
近
、
体
も
大
き

く
な
っ
て
、
頼
も
し
く
な
っ
て

き
た
な
ぁ
と
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く
思
い
ま
す
。

　
私
の
実
家
は
こ
の
下
妻
で
50

年
以
上
梨
農
家
を
し
て
い
ま
す
。

私
は
息
子
を
小
さ
い
時
か
ら
梨

畑
に
連
れ
て
行
っ
て
い
ま
し
た
。

息
子
は
ち
ょ
っ
と
前
ま
で
は
お

や
つ
を
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べ
た
り
、
カ
ブ
ト
ム

シ
を
探
し
た
り
す
る
の
が
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し

み
で
行
く
だ
け
で
し
た
。
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梨
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梨
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植
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梨
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り
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り
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梨
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息
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れ
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っ
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。
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伝
い
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気
持
ち
を
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の
ま
ま
持
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け

て
欲
し
い
で
す
。
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こ
の
会
話
の
中
で
、
私

も
「
ド
キ
ッ
」
と
自
分
自
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を
振
り
返
り
「
た
し
か

に
、
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と
待
っ
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ね
」

を
言
い
つ
つ
、
長
く
待
た

せ
て
し
ま
う
こ
と
も
よ
く

あ
る
な
と
反
省
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
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